






























を国語科に位置づけようとする理論的な研究も蓄積されてきている(藤森， 2003;奥泉， 2006， 
2010)。特に，奥泉(2010)は，ハリデー (Halliday，M. A. K.)の選択体系機能文法の理論を映像テ

















































































































教育省， 1992， p. 8)および 18.メデ、イアはそれぞれ独自の芸術様式を持っているjを体験的に
理解することが，本実践の目的である。本実践では， 1独自の芸術様式jとして言語テクストおよ
び映像テクストの美的機能に着自させることとした。
本授業の実践者である松本美枝子は， 1生と死J1 El常Jをテーマに 写真と文章による作品を
発表している写真家である。著書に谷川俊太郎とのコラボレーションによって制作された写真詩



















































作品 lを制作した学習者 (A)は 作品タイトルを「ふたしかな記憶(じぶん)J としている。
「記i意jに「じぶんjとルピを振ることで， r記憶Jとは自分そのものであることを示唆している。


























































































































































( 2) r過去と未来jは学留者Cによってつけられたタイトルである D 彼女が引用した谷川俊太郎
の詩のタイトルは「未来へjである。
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